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本研究ではレーザー誘起表面波法を用いた実験的手法と分子動力学法による計算的手法により、ナノ・マ

イクロスケールでの粘性率等熱物性評価手法開発を目的とした。 
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1. 緒言 

溶融塩炉の開発において、燃料候補材であるフッ化物、塩化物等溶融塩の熱物性評価は必要不可欠である。

特に炉を設計する際に流体物性としての粘性率は必須となる。本研究では、実験的手法としてレーザー誘起

表面波法[1]、計算的手法として分子動力学法を用いて、溶融塩の粘性率等評価を試みた。 

2. レーザー誘起表面波(LiCW: Laser-Induced Capillary Wave)法 

LiCW 法とは、液体表面をレーザー光の干渉により空間的に周期的に加熱することで表面波を生じさせ、

その減衰挙動を解析することで粘性率と表面張力を導く方法である。測定試料には、水、トルエン、粘性率

標準液、NaCl-KCl 溶融塩（予定）を使用した。 

3. 分子動力学法（MD 法） 

MD 法では、NaCl-KCl-ThCl4-UCl3及び LiF-BeF2-ThF4を計算対象とし、計算コードには MXDORTO、原子

間ポテンシャルには Born-Mayer 型を採用した。アクチニドに関するポテンシャルパラメータは、それらの塩

化物及びフッ化物の結晶構造及び弾性率をもとに新たに決定し、それ以外は過去の論文[2,3]を参考にした。 

4. 結果及び考察 

図 1 に LiCW 法で測定したトルエンの表面波減衰のデータを示す。200s 以内の現象を検出できているこ

とが分かる。図 2 に MD 法で計算した NaCl-KCl-ThCl4の 1100K から 1300K における粘性率を過去の実験結

果と共に示す。NaCl-KCl に ThCl4を混合することにより粘性率が上昇していることを確認できる。 

  

図 1 トルエンの表面波由来の信号波形 図 2 NaCl-KCl 系溶融塩の粘性率の組成-温度依存性 
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